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穴を伴っていた（図 1)。これらの柱は、黄色泥上層の上
に何も介さず垂直に立てられた後、周囲を土で締め固め
ることで固定されたと考えられており、根入れの深さは
50cm程とされる。煉瓦墜は高さ約 1.2mまでが残存した
のみで、それより上の構造は不明だが、高さ約 lmの墜
面に横穴が穿たれており、中から炭化した木材が発見さ
れたことから、当時は柱と壁を繋ぐ横木が存在したと推
察されている。これらの痕跡と類例をもとに、柱上に梁
をわたして真束を立て、これに棟木を載せて垂木を引っ
掛けた切妻屋根が復原されており（図 2)、煉瓦競はいわ
ば補強競で、実質的には木造建築であったと記されてい
る。梁を 10m近くもとばした、大規模な施設であるが、
この復原図は構造的観点から再検証する必要があるよう
に思われる。なお、この木造建築は後に焼失し、室内に
は柱穴を塞ぐように煉瓦が敷かれた上に、南寄りに約8m
四方の煉瓦製台座が設けられたことも、発掘調査より判
明している。改造は仏教伝来後、すなわち 7世紀頃に比
定されている。
ビルマ族による最初の統一王朝であるバガン朝 (1044-
1287)になると、王宮や僧院に、現在は失われた木造建
築の痕跡が確認されるほか、墜画やレリーフなどの図像
表現にも、様々な例が見られるようになる（図3,9)。
王宮に関しては、バガンではタモウッダリ王からチャ
ンシッター王までの間に、全4か所で7回の王宮造営が
行われた記録がある 5)。これまでの発掘調杏によって柱穴
や礎石が確認されており、特にチャンシッター王による
第7王宮址（ヤーザタン・ゼーヤボウン王宮）では、煉
瓦を井戸状に積んだ柱穴が規則的に並ぶ様子を見ること
ができる（図 4)。その底部には、砂岩製の礎石が据えら
れていた（図 5)。このように堅牢な柱穴がつくられた理
由は不明だが 6)、王宮の建設にあたり、地巾に柱を立てる
作業が如何に入念に行われたかをうかがわせる。文献史
料には、 1102年 3月3日に同王宮の柱礎石を据えたこ
とが記録されており尺定礎が重要な意味をもっていたこ
とがわかる。
他方、バガン朝後期の煉瓦造僧院には、木造建築が付
随していた痕跡を確認することができる。この時代より
僧院は東西を韮軸とし、東を正面とするのが常となるが、
東側前方に、現在は消失してしまった木造の拝殿が取り
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図 1 ベイタノー KKG9 平面図
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図2 ベイタノー KKG9 復原断面図
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図 4 バガン•第 7王宮址煉瓦造の柱穴遠構
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図5 バガン・第7王宮址柱穴底部に残る礎石
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函6 バガン・スタウンピー僧院遺構 (No.907) 
東側壁面に残る木造建築のあたりの痕跡
図8 バガン・僧院造構に残る柄穴
をもつ柱礎石
（上）僧院遺構 (No.450)
（下）僧院遠構 (No.1112) 
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図7 バガン・僧院退構 (No.450)
（左上）復原断面図
（左下）復原平面図
（上） 復原透視図
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図9 バガン・東ペッレイ (No.1030)基埴側面のレリーフに見られる建築表現各種
（左上）小屋梁・真束をもつ三角屋根／（右上）高床式で三角屋根
（左下）陸屋根？／（右下）陸屋根？上に半割丸太を並べたような連続する半円が描写されている
付いていた形跡が残されている。 13世紀の建造とされるスタウンピー僧院 (No.907)にも、遺
構の東面に木造小屋組の妻面を接合した痕跡を確認できる（図 6)。頂部は欠損しているものの、
拝殿は少なくとも 3重屋根であったことが判明し、小墜のあたる部分は煉瓦壁も付柱状に突出
している。この上部巾央に頭貫のような部材を収めたであろう角穴があり、垂木の根元と先端と
を支えたらしい桁材の角穴も確認される。競の中央には上下2段に開口部が設けられているため、
拝殿も 2階建であった可能性も否定できないが、床面の痕跡はなく詳細は不明である。
同様の木造拝殿の痕跡は多数の僧院遺構で確認され、なかには柱礎石の残る場所もある。大半
は梁間3間の列柱室で、柱間装憶は不明であるため、開放的な空間として復原されている (Nos.
449、450、540)(図7)。掘立柱であった王宮とは異なり、これらの柱は礎石建で、礎石の中
央には柄穴が備えられ、円座や柄穴の排水溝が確認できるものもある（図 8)。以上より、バガ
ン朝の時代には、掘立柱と礎石柱が並存していたことがわかる。
上部構造、とりわけ屋根に関しては、図像表現から幾らか手掛かりを得ることができる。競画
に多く描かれる尖塔や多重屋根だけでなく、単層の切妻屋根や陸屋根も存在したであろうことが、
これらの史料より類推される（図9)。尖塔は文献史料にピャッターpyathatと記されるもので、
これはサンスクリット語のプラーサーダprasada(高楼）からの転訛と考えられ、その使用は王
令によって王室関連や仏教施設に限定されていた見 3重以上の多重屋根はゼータウンzeitawun
と称され、これはインド・舎衛城のジェータヴァナJetavana(祇園精舎）に由来する語とされる叫
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文献には「何重のゼータウン」と記されるため、重ねる屋根の数が菫要であったことがわかる。
王宮では正殿に、僧院では本堂に、このゼータウンが採用されており、そのため格式としては最
上級であったことがうかがえる。
3. コンバウン朝の図像史料にみる木造建築
バガン朝の陥落後、コンバウン朝前期までの約500年間は、発掘調査の進んでいない現状に
おいて、都市や建築に関する情報はほぼ皆無に近い。だが、コンバウン朝の中期以降になると、
宮廷による欽定年代記 ID)の編纂が笞手されただけでなく、イギリス外交使節団による訪問記や
スケッチ（図 10)、写真記録 11)、さらに壁画や折畳み写本（パラバイッ）など、同時代の史料
も残されており、情報量が格段に増える。本節では、そのなかから二つの図像史料に焦点をあて、
考察を試みる。
上述したバガン朝とは異なり、コンバウン朝 (1752-1885)の僧院は王宮や住宅建築に近似し、
木造が圧倒的に主流となる。アマラプラに新都を築いた第6代ボードーパヤー（バドン）王（在
位 1782-1819)の治世になると、年代記には僧院造営に関する記述が急増し、王権による仏教
界の統制が強化されたことがわかる。続く第7代バジードー王（在位 1819-1837)は、「いまだ
建設されたことのない、新奇なる大僧院」 12)を建立したと記されており、複数の幽宇を東西に
繋いだ「連結型」の僧院形式も、この頃に登場したようである叫
王室関連の大規模な僧院に関する、これらの記録以外に、当時の木造僧院の様相を知る手掛か
りとして、アマラプラのチャウットージー・パヤー (1850年頃建立）の壁画が挙げられる。こ
れは第9代バガン王（在位 1846-1853)が、インワより遷移した大仏の覆屋として建立した煉
瓦造の堂宇で、東西南北の参道内に同王が各地に造営した様々な仏教関連施設と、それを取り巻
く広大な世界が描かれた、いわば風景画である。実在した僧院やパゴダには名称が付されるが、
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図10 イギリス使節団の報告書にあるアマラプラ・王室僧院マハートウルッボウンジョーの外観スケッチ
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図11 アマラプラ・チャウットージーパヤーの壁画に描かれた尖塔および多層屋根を備える「連結型」の王室僧院
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図 12 アマラプラ・チャウットージーパヤーの壁画に描かれた住宅風の僧院
（左上）剥離のため名称判読できず／（右上）マハーウイザヤヤンティ仏塔境内ワーゾー僧院
（左下）マハーウイザヤヤンティ仏塔境内ワーゾー僧院／（右下）名称見あたらず（ピィ―町）
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図13 コンバウン朝後期の典型的な「連結型」の僧院形式 （マンダレー・シュエインビン僧院）
??
これは年代記の記述とも概ね合致するとされ、影や遠近法など西洋画の技法も採り入れて、写実
的な描写が目指されたと考えられる。
壁画には多数の木造僧院が描かれるが、「連結型」の王室僧院（図 11)と住宅風の僧院（図
12)とでは、表現方法を怠図的に変えていることがわかる。尖塔とゼータウンをもつ前者は、
コンバウン朝後期以降の典型的な僧院形式を示しており（図 13)、これらは側面から見た立面図
のような描き方で、白く輝くように、神々しく表現されている。その一方で、後者は殆どが単層
の切妻屋根で、それぞれ個別の形式をもち、網代の模様までも様々で多様性に富んでいるが、い
ずれもアイソメのような奥行きのある俯敵図で描かれており、人物も描き込まれて、非常に身近
な存在として表現されている。性格の異なる両者の存在を、まずは前提とすべきであろう。
立面図のように表現される王室僧院のプロポーションの重要性に関しては、ヤンゴン大学図書
館が所蔵するパラバイツに描かれた、アマラプラ王宮計画図が参考になる。これは第8代ターヤー
ワディー王（在位 1837-1846)による 1838-40年の王宮造営にあたり作成されたものと考えら
れ 14)、玉都全体の配圏図とともに、王宮内の各建物が立面図で個別に図解されており、寸法も
一部に記入されている。単位は身体尺に基づく当時の尺度で、時代や地域によって多少ばらつき
があるが、一般に 1タウン (T)は肘尺で約45cm、1マイツ (M)は親指を伸ばした拳の幅で
約 15cm、1レッテイツ (L)は指の幅で約2cmとされている。すなわち、 lT=3M、lM= 8L 
の関係にあった。
この図面には王宮内の木造建築として、2種の尖塔と 16種の多重屋根建築が描かれている（図
14)。いずれも桁行方向の立面図で、 3本の水平線は下から順に柱の底面、地盤面 (GL)、そし
て床面のレベルを表しているようである。平面図は左上に略図として示されており、これによれ
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ば梁間は 3間で固定され、桁行の柱数もしくは柱間
で規模が定められている。幾つかの建物は下部に天
井見上げ図を伴っており、今でも僧院堂内の天井な
どに見受けられるように、屋根と天井との勾配が異
なる構造であったと考えることができる（図 15)。
各建物の下には、名称および場所、形式、棟数な
どが記される。これに柱の名称と寸法が併記される
場合もある。レーボーは「首」を意味し、軍ねられ
た屋根間の小壁を指す。「ウェー」の有無が何を意
ミャンマーにおける木造建築の柱について（佐藤）
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図15 アマラプラ・ピィミンダー僧院 中央間天井見上げ
味するか、現段階では不明であるが、特定の箇所を閉塞する・開放するという意味があるとい
ぃ15)、今後の検討が要される。
図面に記入された寸法は、柱間と柱の高さ（長さ）が全てである。根入れの深さおよび床高は、
いずれも同じ値である。床上から初層軒下までの柱の高さは、「マンナンドー」と称される正殿
において lOT(4.Sm)と最も高く、続いて 9T2M(4.35m)、8T1M(3.75m)と3段階になっ
ている。正殿は王宮の中心に所在するだけでなく、王都全体の中心を占める建物でもあり、格
式としては最上級である。ここでは4菫のゼータウンが採用され、中心から外に向かって、クウ
ン柱 (44T= 19.8m)、テーマ柱 (34T2M= 15.6m)、テーヤン柱 (27T= 12.15m)、テードウエー
柱 (20T2M= 9.3m)の4種の柱が用いられている。このような柱の配置は僧院本堂でも基本的
に同様であり、いずれも通し柱で、最上層の下端には天井が張られた（図 16)。これらの柱には
真直ぐなチークの一材が用いられたが 16)、最大で全長20mにもおよぶ木材の確保は、建築事業
図16 マンダレー・シュエナンドー僧院
（左上）断面図
（左下）平面図と柱の名称
（上） 内観見上げ
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における最重要課題の一つであっただろう。文献史料によれば、｛曽院の造立にあたっては、敷地
の造成後、最初にクウン柱が建てられたとされ、これがいわば心御柱のように神聖視されたこと
をうかがわせる。
正殿以外の建物に目を向けると、 2重屋根でクウン柱とレッカン（おそらく側柱）の長さを定
めるものと、「ミャーサイッ」として「テイツヤッ」の長さを定めるものとがあることがわかる。
前者がクウン柱の組数で規模を表している一方で、後者は柱間で表現しており、上下層の柱筋が
一致しないことから、おそらくクウン柱（初層屋根より高く延びる通し柱）をもたない形式で、
柱は下層小屋梁の位罹で切れていたと考えられる。「テイッヤッ」は「建築のために立てられた柱」
を意味する言葉といい、下層だけの柱をこのように表現した可能性がある。いずれにせよ、この
史料に関してはさらなる検証が必要であり、寸法分析も含め、稿を改めて論じたい。現段階でわ
かることは、王宮内の木造建築を計画するにあたって何よりも重視されたのは、柱の高さを基準
としたプロポーションであっただろう、ということである。
なお、この時代の掘立柱の足元については、現段階では正確なことはわからない。アマラプラ
のバーガヤー僧院において発掘調査の際、柄穴のない平滑な表裏面をもつ礎石が柱穴から発見さ
れたことが以前に言及されていたが 17)、報告書が刊行されていないため詳細は不明である。マ
ンダレー王宮の造営工程の細かい手順が『コンバウン王統大年代記』に記されているものの、こ
こに礎石に関する記述は見あたらない 18)。今後の調査が待たれるところである。
4. 妻入・平入と柱配置の問題
先に見たように、アマラプラ王宮の計画図では、木造の多重屋根建築はいずれも桁行でその規
模が規定され、梁間は 3間に固定されていた。コンバウン朝時代の僧院にも同様の傾向があり、
内陣は多くの場合、梁間は 3間もしくは 5間といった奇数間となっている。すなわち、中軸線
上に柱列がこない配圏である。
1 0 
図17 モンユワ・ウーチンウー邸
（上）西側立面図／（下）床上平面図
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図18 モンユワ・ウーチンウー邸
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ミャンマーでは、大棟が太陽の進行方向と同じ東西に向けられることが肝要といい、同時に東
を正面とする慣習もあるため、自然と妻入が前提となる。仏像や屯座を載せた須弥壇が中軸線上
に置かれることから、この軸を柱列が避けることは当然であり、結果として梁行は奇数間となる。
上述のように、ピュ一時代の埋葬堂も妻入で梁間は 3間であった。いわばバジリカ式教会のよ
うな 3廊式で、これはバガン朝時代の僧院においても同様であったことがわかる。
ところで、柱梁構造で切妻屋根を架ける場合、最も単純な構法は、棟木の直下に柱を立てる、
梁間 2間であると考えられる。日本の古代の例と比較すると、平入が前提であるという大きな
相違はあるものの、正倉院など校倉造の壁構造を別とすれば、切妻や寄棟など棟木を用いる場合
は、その直下に柱を配置し、梁間を 2間とすることが常となっていた。このことが当時はあま
りに常識であったために、平安時代の「間面記法」では、桁行のみで建物の規模を表現していた。
このことは、ミャンマーの木造との大きな相違点であると思われる。
こうした視点から、改めてミャンマーの木造建築における柱の配置を観察すると、格式の低い
建物では、梁間2間も見受けられる。例えば、上述したチャウットージー・パヤーの壁画でも、
住宅風の簡素な僧院には梁間 2間も散見される（図 12)。同様のことは、現存するコンバウン
朝時代の民家（図 17)や倉庫（図 18)にも当て嵌り、建築の格式や規模、機能によって、同じ
掘立式でも構法を使い分けていたことが指摘される。併せて、民家や倉庫、そして簡素な僧院は
基本的に平入であることも、留意すべきであろう。
さらに、王都を離れた地方の僧院に関しても、柱配骰の相違を見ることができる。シャン州北
部のティーボーは、古くから歴代王朝と密接な関係を継続してきた藩王国であったが、コンバウ
ン朝時代の僧院の形式は、王都のそれとは異なっていた 19)。内陣は妻入であるが、梁間は古い
時代の僧院では偶数間、比較的新しい時代の僧院では奇数間となっているように見受けられる。
現存する最古の遺例であるマハーナンダーカンター僧院では、内陣は梁間、桁行ともに 4間で
あり（図 19)、仏像の直前にあたる内陣中央の柱が、彩色を施された後に取り外された痕跡が観
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図19 ティーボー・マハーナンダーカンター僧院 平面図
赤丸で囲んだ内陣中央の柱が除去されている
固20 ティーボー・マハーナンダーカンター僧院
内陣天井に残る柱を除去した痕跡
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図21 ティーボー・マッダヤーシュエ僧院
内陣正面の切断された柱
図23 マンダレー・シュエナンドー僧院 最上層の小屋裏空間 図22 ティーボー・イェホー僧院 内陣内観
察される（図 20)。おそらく、仏像または須弥壇を現在の位圏に安圏した際に、この柱が邪魔に
なったものと推察されるが、それ以前は一体どういった配置を呈していたのか、現段階では調査
が不十分である。
興味深いのは、この僧院に隣接し、ほぼ同時期の造営とされるマッダヤーシュエ僧院において
も、内陣は妻入で梁間4間、桁行5間となっており、仏像の正面に立つ柱が、現在は柱頭のみ
を残して切断されていることである（図 21)。これらの僧院は、何らかの契機によって、もとも
との空間構成を変更しており、それ以前の古い形式では梁間は偶数間であったことがわかる。そ
の場合、仏像はどのように安置されていたのか疑問が残るものの、大胆な改造が必要となった璽
大な要因があったはずである。
他方、この地域の僧院で、内陣の梁間が奇数間となっているものは、主に王朝体制崩壊後に新
たに造営された新寺院区内に位置しており、なかでも尖塔を伴うイェホー僧院は、その代表例で
ある（図 22)。王朝体制下において厳格に統制されてきた建築の様式が、その崩壊後に地方へ波
及していった可能性も指摘され、さらなる調査が要されている。
s. 結語
以上、本稿で検討を行ってきた要点を整理すると、次のようになる。
まず柱の立て方に関しては、先史時代から掘立の技術が用いられてきたが、ピュ一時代になる
と柱の周囲を士で埋めて固定した痕跡が確認されるものの、礎石は見つかっていない。バガン朝
では、掘立柱と礎石柱の両方が確認され、王宮では掘立柱、僧院では礎石柱が採用されたが、い
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ずれも柱の直下には礎石が厭かれていた。地中の礎石の表面は平滑だが、地上の礎石の多くは柄
穴を備えており、柄穴にも幾つかの種類が確認できる。コンバウン朝においても掘立柱は、王宮
や僧院をはじめとした仏教施設、住宅、倉庫などに幅広く用いられたが、礎石の使用については
バガン朝と同様であったのか、現段階において詳細は不明である。
柱の配箇と構法は、建物の機能や格式によって使い分けがなされていた。宗教建築に関しては、
ピュ一時代より妻入で梁間3間の 3廊式が採用されていたことが知られ、バガン朝、コンバウ
ン朝でも、基本的には同様であった。王宮や仏教施設など、格式の高い建物は東西を基軸とした
妻入で、東を正面とし、中軸線上の柱列を避けるため梁間は 3間が標準であった。その一方で、
格式の低い建物の多くは平入で、梁間 2間であり、このことは住宅風の僧院でも同様に確認で
きる。また、ティーボー藩王国など中央を離れた地方の僧院でも、かつては偶数間の梁間が採用
されていた可能性が高く、これが王朝体制崩壊後に変容したことが考えられる。
とりわけコンバウン朝後期に最盛期を迎えたミャンマーの木造建築は、豊富なチーク材の資源
を背景とし、柱を主役として、その高さやプロポーションが計画されていたようである。建物の
格式は、太く真直ぐにのびる長い掘立の丸柱と、これを飾るように重層する屋根とが担っていた。
そして王都の中心にクウン柱で高く掲げられたのは、王宮の正殿に採用された、ゼータウンの最
上層をなす切妻小屋であった。すなわち、開口部がなく、どこからもアクセスできない、完全に
閉鎖されたこの空間が、ミャンマーでは最上の格式を象徴していたことがわかる（図23)。この
ことは、わが国でも切妻造が「真屋」と呼ばれ、神聖視されてきたことを連想させ、興味を惹か
れるところである。
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註
1. マグウェ地方域パコックー県ミャイン郡タナッピンゴウン村落群ベインマーンマ村に所在するオンドンビ
ン僧院が、ミャンマーに現存する最古の木造僧院とされている。
2. Stargardt 1991: 14およびFraser-Lu2001: 31を参照。タウンタマン集落遺跡は、墳墓内より出上した
土器片の熱ルミネンサンス年代測定により BC550土 160年に比定されている。分析を行ったフレミング
によれば、 1975年10月にオックスフォード考古美術史研究所で実施した 4片の測定結果は、それぞれ
BC410土235年、 BC460土220年、 BC620土200年、 BC710土200年であった。
3. Stargardt 1991: 19を参照。
4. Aung Thaw 1968: 13-16およびStargardt1991: 195-199を参照。
5. トゥートゥーウィン『第ーミャンマー国とバガン玉宮』サーペーベイマン2011を参照。読解は石川氏に
よる。
6. ハドソン氏によれば、例えば柱を後世に再利用するために、抜き取り易くした可能性も考えられるが、果
たして建設時にそこまで考えられていたかどうか、疑問が残るとのことである。 (2018年1月20日に東
京国宣博物館•黒田記念館講堂にて開催された東京文化財研究所主催研究会「アンコールおよびバガン王
宮の建築を探る」での同氏の発表「ミャンマー・バガン木造王宮の 11世紀から今日まで」の中で言及さ
れた。）
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7. トゥートゥーウィン、前掲書、 p.117を参照。
8. 植民地時代以前、ピャッターの使用は王室関連施設と僧院、タザウン（仏像、仏足石、鐘など聖遺物を収
めた廟）に限定されていた。
9. Zei ya thinhkaya 2008: 28-3を参照。
10. 1820年代に『破璃宮大年代記』、 1860年代に『第二年代記』が編纂された。その後の植民地時代に、建
国から 1885年の王朝滅亡までを範囲として『コンバウン王統年代記』 (KBZ)が公刊された。
11. 1795年のサイムズ (Symes1800)、1855年のユール (Yule1858)による記録など。古写真の多くは大英
圏書館の公式ウェブサイト (http://www.bl.uk/onlinegallery / onlineex/ apac/index.html)で閲覧可能である。
12. マハーアウンミェボウンタ一本坊 (1823年着工、 1829年落成）のことを指す。 KBZ,vol.2 : 253を参照。
13. コンバウン朝第7代バジードー王（在位 1819-1837)の治世下において、年代記に尖塔とゼータウンと
を連結する「堂渡し」という語が最初に登場した。詳細は佐藤・石川 2018(刊行予定）にて検証している。
14. バガン王は 1852年に始まる第二次英緬戦争に起因する宮廷内の内紛によって 1853年にミンドン王（在
位 1853-1878)に王位を譲っており、そのため、壁画が作成されたのは 1850-52年頃と推定される。
15. 石川氏の助言による。
16. 柱の材料として質の良いチークの一材を準備できるのは選ばれた王室僧院に限られており、格式の落ちる
地方の僧院などでは接木した柱も多く見受けられる。
17. 友田正彦「ミャンマー木造建築技術研究に向けた課題」東京文化財研究所『ミャンマーの木造建築文化』
2014: 62-63を参照。
18. 石川和雅「マンダレー王宮の造営工程」東京文化財研究所『ミャンマーの木造建築文化』： 70-72を参照。
19. ティーボー地域における木造僧院の空間構成については、佐藤 2017にて検討している。
参考文献一覧
〈日本語文献〉
・ 東京文化財研究所編『ミャンマーの木造建築文化』 2014.3.
• 佐藤桂「ミャンマー・シャン州北部ティーボー地域における木造僧院の空間構成」『日本建築学会大会学
術梗概集』 2017.9.
• 佐藤桂「ミャンマーの図像表現にみる木造建築」日本建築学会関東支部研究発表会 2018.3.
• 佐藤桂•石川和雅「コンバウン朝ミャンマーの木造僧院建築ー「連結型」本坊の成立をめぐって一」『ア
ジア仏教美術論集東南アジア編』中央公論美術出版 2018.12.(刊行予定）
〈英語文献〉
• Aung Thaw, Report on the Excavations at Beikthano, Rangoon: Ministry of Union Culture, 1968. 
• Fraser-Lu, Sylvia, Splendor in Wood, Bangkok: Orchid Press, 2001. 
• Judson, Adoniram, A Burmese and English Dictionary, Maulmain: American Mission Press, 1852. 
• Luce, Gordon H., Old Burma-Early Pagan, 3 vols., New York: J. J. Augustin Publisher, 1970. 
• Hudson, Bob, The Origins of Bagan: The Archaeological Landscape of Upper Burma to AD 1300, Postgraduate 
These, Universify of Sydney, 2004. 
• Ministry of Culture, Republic of the Union of Myanmar, Pyu Ancient Cities: Harin, Beikthano, Sri Ksetra: 
Nomination of Properties for Inscription on the World Heritage List, 2013. 
• Mollanen, Irene and Ozhegov, Sergey, Mirrored in Wood: Burmese Art and Architecture, Bangkok: White Lotus, 
1999. 
• Moore, Elizabeth, "Monasteries of Mandalay," Spafa Journal, vol. 6 (1996), no. 3, pp. 5-34. 
• Pe Maung Tin and Luce, Gordon H. tra., The Glass Palace Chronicle of the Kings of Myanmar, Rangoon: The Burma 
Research Society (Original edition, London: Oxford Press, 1923). 
• Pichard, Pierre, Inventory of Monuments at Pagan, 8 vols., Kiscadale, Paris and Gartmore: UNESCO-EFEO, 1992-
1997. 
• Pichard, Pierre, "Entre Ajanta et Mandalay, L'Architecture Monastique de Pagan," in Pichard, Pierre ed., Etudes 
Birmanes, Paris: Ecole franc;aise d'Extreme-Orient, 1998, pp. 147-167. 
• Pichard, Pierre, "Ancient Burmese Monasteries," in Pichard, Pierre ed., The Buddhist Monastery, Chiang Mai: Ecole 
franc;aise d'Extreme-Orient, 2013, pp. 59-72. 
－ 161 －
ミャンマーにおける木造建築の柱について（佐藤）
• Stargardt, Janice, The Ancient Pyu of Burma, vol. 1, Early Pyu Cities in a Man-made Landscape, PACSEA, 
Cambridge, in association with the Institute of Southeast Asian Studies, Singapore and Cambridge, 1991. 
• Symes, Micheal, An Account of an Embassy to the Kingdom of Ava Sent by the Governor General of India, in the year 
1795, London: Nicol and Wright, 1800. 
• Yule, Henry, Narrative of the Mission Sent by the Governor General of India to the Court of Ava in 1855, London: 
Smith Elder. Reprinted in 1968, Kuala Lumpur: Oxford University Express, 1858. 
〈ミャンマー語文献〉
• U Maung Maung Tin, Konbhawhset Maharazawintawkri (『コンバウン王統大御年代記』： KBZ) , 3 vols., Ran 
kon: Ra pri sa ouk taik, 2004. 
• Mrarnna sa ahpwei usi thana, Mranma abhidhan (『ミャンマー 事典』： MA) , Ran kon: Mranma sa ahpwei usi 
thana, 2008. 
• U Myo Mrin Sein, et al., Konpaung hkit hnaung bhon kri kyaung mya (『コンバウン時代後期の僧院』），
Tekkathol panya padeitha sa saung, vol. 5, no.3, 1970, pp. 269-292. 
• U Thein Hlaing, Hkit hawung Myanma thamaing Thuteithana Abhidhan (『ミャンマー歴史研究事典』），Rankon:
Tekkathol mya thamaing thuteithana usi thana, 2000. 
• Yin kyei hmu wan kri thana (DOA), Mantalei deitha Shei haung ahsauk aoun mya hmat tam, ahmat 1 (『マンダレー
地域歴史的建造物の記録1』)，Rankon: Yin kyei hmu wan kri thana, 2001. 
図版出典一覧
図 1 Stargardt 1991, fig. 31をもとに筆者複製（ただし細部不明瞭）
図2 Stargardt 1991, fig. 33をもとに箪者複製（ただし細部不明瞭）
図3 Pichard, Inventory, vol. 5, 1422 j 
図4 友田正彦 2014,写真22
図5 Fraser-Lu 2001, Plate II-3 
図6 筆者撮影 (2012年 1月）
図7 (左） Pichard 1998, fig. 8をもとに筆者複製
（右） Ibid., fig. 7より
図8 東京文化財研究所提供
図9 東京文化財研究所提供
図 10 Yule 1858より
図 11 石川和雅氏による撮影
図 12 石川和雅氏による撮影
図 13 Myo Mint Sein 1970をもとに箪者作成
図 14 ヤンゴン大学図書館所蔵パラバイッより抜粋、石川和雅氏による撮影と和訳
図 15 筆者撮影 (2017年2月）
図 16 Moilanen and Ozhegov 1999, Picture 135に筆者加筆、写真は筆者撮影 (2013年 12月）
図 17 Moilanen and Ozhegov 1999, Picture 98より
図 18 筆者撮影 (2017年2月）
図 19 2017年2月の実測調査をもとに筆者作成
図20 筆者撮影 (2017年2月）
図21 筆者撮影 (2017年2月）
図22 筆者撮影 (2017年2月）
図23 World Monument Fund提供 (2013年）
